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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月6日(2013.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙に画像を形成する画像形成手段と、
無端移動する表面に用紙を接触させて搬送する表面移動体とを備えた画像形成装置におい
て、
前記表面移動体から用紙が分離可能な予め設定された分離位置よりも表面移動方向下流側
の所定位置にある表面移動体から前記分離位置を通過した用紙の先端部までの距離を検出
する距離検出手段と、
前記距離検出手段の検出結果に基づいて前記距離が所定距離も短い場合に、前記表面移動
体による用紙の搬送を停止する制御を行う制御手段とを有し、
前記距離検出手段は、被対象物に光を照射する発光手段と該被対象物から反射された光を
受光する受光手段とを有する光学検知手段を有しており、
前記光学検知手段は、前記所定位置にある表面移動体に光を照射し反射された光を受光し
て該所定位置にある表面移動体と該光学検知手段との距離を検知し、前記分離位置を通過
した用紙の先端部に光を照射し反射された光を受光して該用紙の先端部と該光学検知手段
との距離を検知して、前記所定位置にある表面移動体から前記分離位置を通過した用紙の
先端部までの距離を検出し、
前記表面移動体は画像を用紙に定着する定着部に設けられており、
画像形成手段によって用紙の少なくとも先端部分に画像を形成し、前記分離位置よりも表
面移動方向下流側で表面移動体に用紙が巻き付くように用紙を所定量搬送した後に、表面
移動体による用紙の搬送を停止させ、表面移動体に巻き付ついている用紙の前記画像が形
成された箇所からの反射光を上記光学検知手段で検知して、前記表面移動体の用紙が巻き
付いている部分と前記光学検知手段との距離を求め、前記表面移動体と前記光学検知手段
との距離の校正データを取得する校正データ取得モードを有することを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２】
　用紙に画像を形成する画像形成手段と、
無端移動する表面に用紙を接触させて搬送する表面移動体とを備えた画像形成装置におい
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て、
前記表面移動体から用紙が分離可能な予め設定された分離位置よりも表面移動方向下流側
の所定位置にある表面移動体から前記分離位置を通過した用紙の先端部までの距離を検出
する距離検出手段と、
前記距離検出手段の検出結果に基づいて前記距離が所定距離も短い場合に、前記表面移動
体による用紙の搬送を停止する制御を行う制御手段とを有し、
前記距離検出手段は、被対象物に光を照射する発光手段と該被対象物から反射された光を
受光する受光手段とを有する光学検知手段を有しており、
前記光学検知手段は、前記所定位置にある表面移動体に光を照射し反射された光を受光し
て該所定位置にある表面移動体と該光学検知手段との距離を検知し、前記分離位置を通過
した用紙の先端部に光を照射し反射された光を受光して該用紙の先端部と該光学検知手段
との距離を検知して、前記所定位置にある表面移動体から前記分離位置を通過した用紙の
先端部までの距離を検出し、
前記表面移動体は用紙に画像を転写する転写部に設けられており、
前記分離位置よりも表面移動方向下流側で表面移動体に用紙が巻き付くように用紙を所定
量搬送した後に、表面移動体による用紙の搬送を停止させ、表面移動体に巻き付ついてい
る用紙の前記画像が形成された箇所からの反射光を前記光学検知手段で検知して、前記表
面移動体の用紙が巻き付いている部分と前記光学検知手段との距離を求め、前記表面移動
体と前記光学検知手段との距離の校正データを取得する校正データ取得モードを有するこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　請求項１または２の画像形成装置において、
上記光学検知手段から上記所定位置にある表面移動体までの距離と同距離で表面移動部材
の軸方向端部に設けられ、前記光学検知手段によって自身からの反射光が検知され得る位
置に設けられた被検知部材と、
前記表面移動部材に対向する位置と前記被検知部材に対向する位置との間で前記光学検知
手段を変位可能に保持する保持手段を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　請求項１、２または３の画像形成装置において、
上記光学検知手段と上記表面移動体との間に距離検出部材を配設したことを特徴とする画
像形成装置。
【請求項５】
　請求項４の画像形成装置において、
上記距離検出部材は上記光学検知手段が受光する反射光の光路を開放及び遮断可能に構成
されており、前記光学検知手段を囲うケース部材に形成された開口の開閉部材を兼ねるこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　請求項５の画像形成装置において、
上記ケース部材が内部に気流が流れるダクトを兼ねることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、用紙に画像を形成する画像形成手段と
、無端移動する表面に用紙を接触させて搬送する表面移動体とを備えた画像形成装置にお
いて、前記表面移動体から用紙が分離可能な予め設定された分離位置よりも表面移動方向
下流側の所定位置にある表面移動体から前記分離位置を通過した用紙の先端部までの距離
を検出する距離検出手段と、前記距離検出手段の検出結果に基づいて前記距離が所定距離
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も短い場合に、前記表面移動体による用紙の搬送を停止する制御を行う制御手段とを有し
、前記距離検出手段は、被対象物に光を照射する発光手段と該被対象物から反射された光
を受光する受光手段とを有する光学検知手段を有しており、前記光学検知手段は、前記所
定位置にある表面移動体に光を照射し反射された光を受光して該所定位置にある表面移動
体と該光学検知手段との距離を検知し、前記分離位置を通過した用紙の先端部に光を照射
し反射された光を受光して該用紙の先端部と該光学検知手段との距離を検知して、前記所
定位置にある表面移動体から前記分離位置を通過した用紙の先端部までの距離を検出し、
前記表面移動体は画像を用紙に定着する定着部に設けられており、画像形成手段によって
用紙の少なくとも先端部分に画像を形成し、前記分離位置よりも表面移動方向下流側で表
面移動体に用紙が巻き付くように用紙を所定量搬送した後に、表面移動体による用紙の搬
送を停止させ、表面移動体に巻き付ついている用紙の前記画像が形成された箇所からの反
射光を上記光学検知手段で検知して、前記表面移動体の用紙が巻き付いている部分と前記
光学検知手段との距離を求め、前記表面移動体と前記光学検知手段との距離の校正データ
を取得する校正データ取得モードを有することを特徴とするものである。
　また、請求項２の発明は、用紙に画像を形成する画像形成手段と、無端移動する表面に
用紙を接触させて搬送する表面移動体とを備えた画像形成装置において、前記表面移動体
から用紙が分離可能な予め設定された分離位置よりも表面移動方向下流側の所定位置にあ
る表面移動体から前記分離位置を通過した用紙の先端部までの距離を検出する距離検出手
段と、前記距離検出手段の検出結果に基づいて前記距離が所定距離も短い場合に、前記表
面移動体による用紙の搬送を停止する制御を行う制御手段とを有し、前記距離検出手段は
、被対象物に光を照射する発光手段と該被対象物から反射された光を受光する受光手段と
を有する光学検知手段を有しており、前記光学検知手段は、前記所定位置にある表面移動
体に光を照射し反射された光を受光して該所定位置にある表面移動体と該光学検知手段と
の距離を検知し、前記分離位置を通過した用紙の先端部に光を照射し反射された光を受光
して該用紙の先端部と該光学検知手段との距離を検知して、前記所定位置にある表面移動
体から前記分離位置を通過した用紙の先端部までの距離を検出し、前記表面移動体は用紙
に画像を転写する転写部に設けられており、前記分離位置よりも表面移動方向下流側で表
面移動体に用紙が巻き付くように用紙を所定量搬送した後に、表面移動体による用紙の搬
送を停止させ、表面移動体に巻き付ついている用紙の前記画像が形成された箇所からの反
射光を前記光学検知手段で検知して、前記表面移動体の用紙が巻き付いている部分と前記
光学検知手段との距離を求め、前記表面移動体と前記光学検知手段との距離の校正データ
を取得する校正データ取得モードを有することを特徴とするものである。
　また、請求項３の発明は、請求項１または２の画像形成装置において、上記光学検知手
段から上記所定位置にある表面移動体までの距離と同距離で表面移動部材の軸方向端部に
設けられ、前記光学検知手段によって自身からの反射光が検知され得る位置に設けられた
被検知部材と、前記表面移動部材に対向する位置と前記被検知部材に対向する位置との間
で前記光学検知手段を変位可能に保持する保持手段を有することを特徴とするものである
。
　また、請求項４の発明は、請求項１、２または３の画像形成装置において、上記光学検
知手段と上記表面移動体との間に距離検出部材を配設したことを特徴とするものである。
　また、請求項５の発明は、請求項４の画像形成装置において、上記距離検出部材は上記
光学検知手段が受光する反射光の光路を開放及び遮断可能に構成されており、前記光学検
知手段を囲うケース部材に形成された開口の開閉部材を兼ねることを特徴とするものであ
る。
　また、請求項６の発明は、請求項５の画像形成装置において、上記ケース部材が内部に
気流が流れるダクトを兼ねることを特徴とするものである。
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